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仲南こども園

　「日本のアンデルセン」と呼ばれる児童文学作家、小
川未明の卒業した新潟県上越市立大手町小学校には、
彼の代表作の一つ『野ばら』の石碑が立っています。そ
の未明と出身地も小学校も同じ杉みき子さん。大先輩に
憧れて同じ道を志したという杉さんの次のような文章が、
母校の図書室前に掲げてありました。

　なんと素敵な読書へのいざないでしょう。「この町は、
自分にもっともふさわしい衣装として、冬という季節を
選んだ」-今も暮らす町、愛してやまないふるさとの冬
を、そう表現する杉さん。音もなくしんしんと降り積も
る雪と、あかりの灯った暖かな部屋。一冊、また一冊…
と本を読むごとに心に灯るろうそくの火。そのいくつも
のともしびが、じんわりと心を温め、自分の進む道を明

るく照らしていってくれる。
　幼い頃から本を読むのが大好きだったという杉さんは、
そんなふうに読書を積み重ねてきたにちがいありません。
そして子どもたちにも、心にたくさんの火を灯してほし
いと願いながら、お話を作り続けてきたのでしょう。
　さて、読書と学力との相関関係については、これまで
も様々に指摘されてきましたが、非認知能力については
どうなのでしょうか。
　本の中で私たちは、言葉を通して様々なモノやコト、
気持ちや考え、情景や状況、そして人の生き方に出会い
ます。それらに触れ、それらを味わい自分の中に取り込
んでいくことで、語彙は耕され、豊かになっていくのです。
知識を得ることも、考えることも、想像することも、気
持ちを伝えたり相手の気持ちを汲み取ったりすること
も、全て、持っている語彙を超えてはできないことを思
うと、私たちは「言葉とともに生きている」と言っても
過言ではありません。
　読書によって灯るたくさんの火は、増えていく語彙と
ともに豊かになっていく心そのものなのではないでしょ
うか。それは情熱の火、自制心や思いやりの火、やり抜
く力の火…。それら、数えきれないほど灯ったたくさん
の火は、きっと子どもたちを力強く励まし、勇気づけ、
豊かな人生を歩んでいくための道しるべとなってくれる
にちがいありません。
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令和６年度  まんのうの教育

今年度の重点 令和６年度　まんのう町学校教育実践指針より

未来を切り拓く子どもを育てる園・学校づくりを
めざします

一人ひとりの子どもが
安心して楽しく過ごせる
園・学校づくりに努めます

園・学校と地域が協働して子育て
にあたります

「主体的・対話的で深い学び」
に向かう保育・授業づくりを

推進します

自立へ向かう教育
―協働を幹にして学びをつくるー

一人ひとりの居場所づくり

地域と学校が双方向の交流を 地域とともに主体的に活躍できる場を

ICTを効果的に活用

お祝いのアーチを
くぐって

６年間の成長を感じます

卒業合唱

凛々しい表情で、式に臨んでいます

新入生入場

桜をバックに全員集合

児童代表歓迎の言葉
在園児から歌のプレゼント

教科書をいただきました

通園帽子をいただきました

鼓笛で見送り

お別れの言葉

証書授与

豊かな学びを育む教育課程の編成

探究的学習や体験活動を大切に

　教育委員会では、教育に当たって大切にしたいことを「学校教育実践指針」として示し、町内すべて
のこども園・小・中学校が同じ目標に向かって進むようお願いしています。各こども園・小・中学校では、
今年度も、豊かなつながりと温かなまなざしのもとで、子ども一人ひとりが自立に向かう力を身につけ
ていけるよう取り組んでいきます。

希望溢れる新たな出発

こども園１０７名、小学校１５６名、
中学校１５７名が修了、卒業しました。

中学校　３月１２日
小学校　３月１４日
こども園３月１５日

中学校　４月　９日
小学校　４月１０日
こども園４月　９日
※満濃南こども園４月８日

こども園８０名、小学校１１７名、
中学校１５１名が入園、入学しました。
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「
非
認
知
能
力
」
と
は
？

子
ど
も
を
伸
ば
す
魔
法
の
力

認
知
能
力

非

　読
み
書
き
、
計
算
、Ｉ
Ｑ（
知
能
指

数
）
な
ど
、
テ
ス
ト
で
測
定
し
て
数

値
化
で
き
る
力
は
「
認
知
能
力
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
非
認

知
能
力
」
は
、
測
定
す
る
こ
と
が
で

き
ず
目
に
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
幸

せ
に
生
き
て
い
く
う
え
で
大
切
な
力

の
こ
と
で
す
。
自
制
心
、
想
像
力
、

集
中
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
、
創
造
力
、
協
調
性
、
勤
勉
性
な

ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

力
が
、
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　人
の
土
台
が
作
ら
れ
る
幼
少
期
は

脳
が
よ
く
発
達
し
、「
非
認
知
能
力
」

が
育
ま
れ
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

興
味
深
い
社
会
実
験

　
米
国
の
経
済
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヘ
ッ
ク
マ
ン

が
実
施
し
た「
ペ
リ
ー
就
学
前
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ば
れ
る
社
会
実
験（
１
９
６
２
〜
１
９
６

７
年
）が
あ
り
ま
す
。「
非
認
知
能
力
」が
注
目

さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
実

験
で
す
。　

　
そ
れ
は
、ペ
リ
ー
小
学
校
付
属
幼
稚
園
に
通

う
３
〜
４
歳
の
子
ど
も
１
２
３
名
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。抽
出
さ
れ
た
の
は
、低
所
得

層
の
家
庭
で
、か
つ
、学
校
教
育
上
の
リ
ス
ク

が
高
い（
Ｉ
Ｑ
70
〜
85
）と
判
定
さ
れ
た
子
ど

も
た
ち
で
す
。

　
概
ね
、次
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
右
の
図
を
見
て
く
だ
さ
い
。こ
れ
は
、非
認
知

能
力
研
究
の
第
一
人
者
、中
山
芳
一
氏（
岡
山
大

学
准
教
授
）の
著
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
す
。

　
人
間
と
Ａ
Ｉ
。物
質
的
な
身
体
を
持
つ
人
間

は
、Ａ
Ｉ
の
よ
う
に
機
械
を
持
た
な
く
と
も
で

き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
現
場
で
の
実
践
や
実

働
）。一
方
、「
四
六
時
中
、状
況
や
情
報
を
正
確

に
管
理
し
て
的
確
な
指
示
を
出
す
」と
い
っ
た

能
力
は
、多
く
の
人
間
た
ち
よ
り
も
Ａ
Ｉ
の
方

が
は
る
か
に
優
れ
て
い
ま
す（
管
理
や
指
示
）。

現
在
は
ど
ち
ら
も
、そ
の
ほ
と
ん
ど
を
人
間
が

担
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
役
割
の
う
ち
、「
現
場
で

の
実
践
や
実
働
」を
人
間
が
、「
管
理
や
指
示
」を

Ａ
Ｉ
が
担
え
ば
、協
業
は
可
能
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
、
現
在
「
管
理
や
指

示
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
人
間
は
、
仕
事
を

失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
っ
た

い
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
こ
で
提
起
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
ク
ラ
ス
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ク
ラ
ス
」

と
い
っ
た
新
し
い
役
割
で
す
。
前
者
は
、
米
国

の
社
会
学
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ロ
リ
ダ
が
着
目

し
た
新
し
い
階
層
。
こ
れ
に
中
山
氏
が
後
者
を

付
け
加
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、世
の
中
を
よ
り
よ
く
し
た
い
、誰
か

と
つ
な
が
り
た
い
と
い
っ
た
意
欲
や
、創
造
性
、

協
調
性
な
ど
、人
間
だ
け
が
持
つ
力
を
発
揮
し

て
取
り
組
む「
人
間
な
ら
で
は
」の
役
割
で
す

が
、現
時
点
で
は
ご
く
わ
ず
か
の
人
し
か
就
く

こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
将
来
、
こ
の
役
割
を
多
く
の
人
間
が
担
え
る

よ
う
に
な
り
、
「
管
理
や
指
示
」
を
Ａ
Ｉ
に
委

ね
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
右
図
の
構
造
は
実
現

す
る
、
遅
く
と
も
25
年
先
に
は
必
至
だ
、
と
中

山
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、そ
の「
非
認
知
能
力
」の
秘

密
を
、さ
ら
に
く
わ
し
く
解
き
明
か
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
と
の
共
存
に

　
　
　
　
　
　
　
　
不
可
欠
な
力

　「
非
認
知
能
力
」は
決
し
て
新
し
い
力
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜

い
て
い
く
上
で
重
要
な
力
だ
と
し
て
、ま
す
ま

す
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
追
跡
調
査
に
よ
り
、就
学
前
教
育
を
受
け
た

グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
は
受
け
て
い
な
い
グ

ル
ー
プ
に
比
べ
て
、「
年
収
」を
は
じ
め「
犯
罪

率
」「
持
ち
家
率
」「
生
活
保
護
を
受
け
た
割
合
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、非
常
に
よ
い
結
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
。た
だ「
Ｉ
Ｑ
」に
つ
い
て
は
、一

時
的
に
上
昇
し
た
も
の
の
８
歳
前
後
で
大
き

な
差
が
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、両
者
の
差
を
生
み
出
し
た

の
は
、テ
ス
ト
等
で
は
測
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
非
認
知
能
力
」で
あ
る
、と
結
論
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
お
よ
そ
40
年

を
か
け
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、「
幼

児
期
に
『
非
認
知
能
力
』
を
高
め
る
と

将
来
に
よ
い
影
響
が
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

世
界
中
の
教
育
関
係
者
が
就
学
前
教
育

の
重
要
性
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
も

な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
、
こ
の
流
れ
を
受
け
、

２
０
１
９
年
か
ら
幼
児
教
育
の

無
償
化
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
役
割
分
担
の
ま
ま
で
は
、

人
間
と
Ａ
Ｉ
が
共
存
し
て
い
く
こ
と
は
不

可
能
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野

の
能
力
を
発
揮
し
て
役
割
分
担
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、「
管
理
・
指
示
」
は
Ａ
Ｉ
に

任
せ
、
人
間
は
、
こ
れ
ま
で
も
担
っ
て
き

た
身
体
を
使
わ
な
け
れ
ば
で
き
な
い
役
割

や
、
意
欲
、
創
造
性
、
協
調
性
な
ど
人
間

な
ら
で
は
の
力
が
求
め
ら
れ
る
新
し
い
役

割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
役
割
に

こ
そ
、「
非
認
知
能
力
」
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

◆
対
象
の
子
ど
も
を
、無
作
為
に
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、一
方
に
だ
け
就
学
前
教
育

を
施
す
。

　
　
・
実
施
期
間
は
30
週
間

　
　
・
子
ど
も
た
ち
の
自
発
性
を
大
切
に
し

　
　
た
質
の
高
い
指
導

◆
そ
の
後
、追
跡
調
査
を
行
い
、２
つ
の
グ
ル
ー

プ
を
様
々
な
項
目
で
比
較
す
る
。

　
　
・
３
〜
11
歳
ま
で
は
毎
年

　
　
・
そ
の
後
は

　
　
　
　
14
・
15
・
19
・
27
・
40
歳
の
時
点

（
参
考
・
引
用
：『
学
力
テ
ス
ト
で
測
れ
な
い
非
認
知
能
力
が
子
ど
も
を
伸
ば
す
』

中
山
芳
一
著
／
東
京
書
籍
）

【人間とＡＩによる協業の構造】
　人間がＡＩに仕事を奪われるという後ろ向きの
発想ではなく、ＡＩと共存・協業していくという前向
きな考えを図にしたもの

クリエイティブ・クラス

管理・指示クラス

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

人
間

現場実践・実働クラス

グローバルクラス
（よりよくしたい意欲、アイデア合成力、創造性）

（学びへの意欲と謙虚さ、他者とつながりたい意欲、協調性）
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「非認知能力」の ひ★み ★つ
「認知能力」と「非認知能力」

は、互いに影響し合いながら育まれて
いく、とされています。例えば、忍耐力や自
制心をもって学習に取り組むほど、より多く
の知識を身につけることができる、といったよ
うに、両者は密接に関連しているのです。

　そして、「非認知能力」
が高いほど、「認知能力」
と「非認知能力」の両方
を、より向上させる効果
があることが明らかに
なっています。

◆ 子どもが自分自身と向き合える時間と環境を。　　　　◆子どもが自分自身で選択や決定ができるようサポートを。
◆ 「固定的」「一面的」でなく、「柔軟」で「多様」なとらえ方で子どもを見て。
◆ 結果や才能、誰かとの比較でなく、その子が取り組んできたプロセスを評価して。
◆ 大人自らが、一人の人間として楽しむ、人にやさしく接する、悩んでいる姿を見せて。
◆ 上から目線のほめ言葉や注意だけでなく、対等な人間としての「ありがとう」や「ごめんね」を伝えて。

壁・天井・窓・扉・装飾
　　→ 認知能力（知識・技能）

柱・筋交い →

土台 → 自己肯定感（自己受容感）

非認知能力

「グリット」（P7下に記事）に注目したかかわり！
こんなかかわりが
「非認知能力」を

育む

★非認知能力は
　　　人間の柱や筋交い

★生涯にわたって伸ばせる「非認知能力」

非 認 知 能 力

自分と向き合う力
 （自己内対話能力）

・自制心（感情の起伏などを我慢する力）
・忍耐力（粘り強く頑張る力）
・レジリエンス（立ち直る力）
・想像力（広く深く想像する力）
                                 　　　　など

・社交性・協調性
　　（その時々の周囲に合わせながら共に行動する力）
・コミュニケーション力
　　（他者と意思疎通を図る力）
・共感性（他者の視点に立って他者を理解する力）
                                 　　　　など

・意欲・情熱（やる気）
・楽観性（楽しい、もっとやりたいと思える力）
・自信（自尊感情）
                                 　　　　など

他者とつながる力
（他者協働能力） 

自分を高める力 
 （自己啓発能力）

対
自
的
な
能
力

対
他
的
な
能
力

　「自己肯定感」を非認知能力の中に含みこんでいる場合もありますが、中山
芳一氏の著書（下部に記載）では、これをあえて土台に位置づけています。子ども
は、自分という存在を無条件で受け入れてもらうことによって育まれた「自己
肯定感」を土台として、様々な「非認知能力」を獲得し向上させていく、という
考えからです。

　幼児期に育てるのが効果的だと言われる「非認知
能力」。しかし、幼児期に全てが決まるわけではなく、
生涯にわたって伸ばすことができると言われていま
す。学童期、思春期にも発達していき、さらに大人に
なった後も伸ばすことが可能なのです。
　例えば、近年注目を集めている「グリット（やり抜く
力）」。「情熱」と「粘り強さ」から成る力だといわれま
す。「グリット」研究の第一人者、米国の心理学者アン
ジェラ・ダックワース氏は、人生の成功へのカギは「才
能」よりも「グリット」であるとし、この力は何歳になっ
ても伸ばすことができるとしています。

　「非認知能力」の分類や定義は
様々。例えば右表の場合は、大きく３
つに分類して整理しています。
　いずれにしても、育てたい「非認知
能力」をきちんと言葉にし、意識して
取り組むことが大切だと言われます。

　ダ
ッ
ク
ワ
ー
ス
教
授
が
実
施
し
た「
や
り
抜
く
力
」の
鉄
人

た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
事
例
が
実
に
多
彩
で
面
白
い
。（
中

略
）そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、「
天
才
」と
し
か
思
え
な

い
よ
う
な
人
び
と
は
、つ
ね
に「
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
」

と
い
う
強
い
意
欲
と
、興
味
と
、探
究
心
を
持
ち
続
け
、地
道

な
努
力
を
長
年
継
続
し
て
お
り
、そ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に「
超

人
的
」で
あ
る
こ
と
だ
。そ
の
よ
う
な
超
人
的
な
努
力
を
継

続
し
、成
功
を
収
め
る
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
な
の
が「
や
り

抜
く
力
」で
あ
る
。
　
　
　ー 

訳
者
あ
と
が
き 

よ
り 

ー

（『GRIT 

や
り
抜
く
力
』ア
ン
ジ
ェ
ラ・ダ
ッ
ク
ワ
ー
ス
著
／

神
崎
朗
子
訳
：
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

（このページの出典・参考：『学力テストで測れない非認知能力が子どもを伸ばす』　　　　
中川芳一著：東京書籍）
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ウォッチング
園・学校

　
早
い
も
の
で
、
仲
南
こ
ど
も
園
は
開
園
か
ら
10
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
日
の
生
活
の
中

で
様
々
な
出
会
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
園
の
文
化
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
正
し
く
判
断
し
、
た

く
ま
し
く
行
動
で
き
る
よ
う
に
学
校
づ
く
り
に
努
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
秋
の
公
民

館
祭
り
に
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す

る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
仲
南
こ
ど
も
園
で
は
、そ
の
子
ら
し
さ
や
子
ど
も
の

発
想
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、入
園
か
ら
修

了
ま
で
の
園
生
活
で
、子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
び

こ
ん
だ
り
、子
ど
も
も
大
人
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な

体
験
を
重
ね
て
い
っ
た
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
制
服
を
考
え
る

　「
性
の
多
様
性
」
を
テ
ー
マ
に

人
権
学
習
を
し
ま
し
た
。
縦
割
り

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
授
業
で
は
、
異

学
年
の
生
徒
と
机
を
並
べ
て
意
見

を
交
換
し
、
多
角
的
・
多
面
的
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
性
の
あ
り
方
は
特
別
な
誰
か
の

問
題
で
は
な
く
、
自
分
も
含
め
た

み
ん
な
の
問
題
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
感
じ

方
や
考
え
方
の
違
い
を
お
互
い
に
受
け
入
れ
て
、
尊
重

し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
服
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
い
う
意
見
が

出
て
、
後
日
、
全
校
集
会
を
開

き
ま
し
た
。生
徒
会
長
か
ら
、「
新

し
い
制
服
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
は
オ
シ
ャ
レ
を
意
識
し
た
デ

ザ
イ
ン
で
は
な
く
、
多
様
性
を

取
り
入
れ
た
も
の
に
な
る
よ
う

に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
意
見
が
、
こ

れ
か
ら
の
満
濃
中
学
校
を
つ
く

　
み
ん
な
の
し
た
い
こ
と
リ
ス
ト

　
修
了
を
控
え
た
年
長
組
の
保
育
室
に
は
、今
年
も
、

自
分
が
友
だ
ち
と
や
り
た
い
こ
と
を
集
め
た「
み
ん

な
の
し
た
い
こ
と
リ
ス
ト
」が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
修
了
式
ま
で
の
残
り
の
日
々
を
ク
ラ
ス

の
み
ん
な
で
思
い
き
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
担

任
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
遊
び
で
す
。
ク
ラ
ス
全
員

で
楽
し
め
る
遊
び
で
あ
る
こ
と
、
ル
ー
ル
は
自
分
で

友
だ
ち
に
伝
え
る
こ
と
、
友
だ
ち
の
し
た
い
こ
と
を

み
ん
な
で
経
験
す
る
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
は
そ
の
子
に
任
さ
れ
て
お

り
、
担
任
は
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
丁
寧
に
聴
い
て

い
き
ま
す
。

　「
私
は
レ
ス
ト
ラ
ン
ご
っ
こ
が
し
た
い
。
メ
ニ
ュ
ー

は
オ
ム
ラ
イ
ス
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
絶
対
に
作
り
た
い
」「
み
ん
な
に
１
匹
ず
つ
自
分
の

ニ
ジ
マ
ス
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
砂
場

に
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
大
き
な
も
っ
こ
く
池
を

作
っ
て
泳
が
せ
た
い
」「
僕
は
砂
場
で
み
ん
な
に
パ
ン

ダ
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
で
き
た
ら
、
ぼ
く
が
１
匹
ず

つ
餌
を
や
り
た
い
」
な
ど
で
す
。
園
生
活
で
経
験
し

た
こ
と
を
再
現
し
た
り
、
大
好
き
な
こ
と
を
友
だ
ち

と
一
緒
に
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「
へ
ぇ
ー
」
と
感
心
す
る
、
そ
の
子
ら
し
い
発
想
の
遊

び
が
飛
び
出
し
ま
し
た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ひ
と
つ
を

と
っ
て
も
子
ど
も
の
数
だ
け
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
自
分
の
言
葉
で
友
だ

ち
に
伝
え
、
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
す
。

　
ワ
ク
ワ
ク
は
次
に
つ
な
が
る

　
３
月
の
昼
下
が
り
、
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
た
２
歳
児

ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
廊
下
を
小
走
り
に
移
動
し
て

い
き
ま
す
。「
ど
こ
に
行
く
の
」
と
声
を
か
け
る
と
、「
あ

の
ね
、
今
か
ら
絵
本
の
部
屋
で
お
昼
寝
」
と
う
れ
し
そ

う
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
進
級
当
初
の
４
月
は
、
保
育
室
や
担
任
が
変
わ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
不
安
な
時
期
で
す
。
特
に
２

歳
児
ク
ラ
ス
か
ら
３
歳
児
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
子
は
、
制

服
を
着
た
り
、
上
靴
を
履
い
た
り
、
新
し
い
友
達
が
入

園
し
て
き
た
り
と
初
め
て
の
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
う

れ
し
い
け
れ
ど
「
で
き
る
か
な
」
と
、
ド
キ
ド
キ
す
る

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
４
月
に
で
き
る
だ
け
安
心
し
て
新
し
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
に
、
３
月
の
う
ち
か
ら
自
分
の

お
気
に
入
り
の
上
靴
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
の
気
分
に
な
っ
て
履
い
た
り
、
新
し
い
保
育

室
に
遊
び
に
行
き
、
初
め
て
の
玩
具
を
見
つ
け
て
遊
ん

だ
り
と
、
楽
し
い
経
験
を
し
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク
感
を

も
っ
て
新
学
期
へ
つ
な
い
で
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

仲南こども園

思いをつなぐ

　「
み
ん
な
の
し
た
い
こ
と
リ
ス
ト
」
は
、
ま
さ
に
一
人

ひ
と
り
が
主
役
に
な
れ
る
素
敵
な
時
間
で
あ
り
、
そ
の

中
で
「
こ
の
遊
び
は
お
も
し
ろ
い
」「
○
○
ち
ゃ
ん
は
こ

ん
な
遊
び
を
考
え
ら
れ
る
ん
だ
」
な
ど
、
友
だ
ち
が
考

え
た
遊
び
や
ア
イ
デ
ア
か
ら
、
友
だ
ち
の
よ
さ
も
た
く

さ
ん
発
見
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
考
え
た
子
も
友
だ
ち

も
、
み
ん
な
が
大
満
足
の
時
間
を

過
ご
し
、
今
年
も
全
員
の
し
た
い

こ
と
を
終
え
ま
し
た
。

　
こ
の
「
み
ん
な
の
し
た
い
こ
と

リ
ス
ト
」
は
、
園
を
修
了
し
て
か

ら
も
子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
小

学
校
の
生
活
科
の
授
業
や
異
学
年
交
流
の
活
動
を
考
え

る
時
な
ど
に
園
で
の
経
験
を
思
い
出
し
、
計
画
の
話
し

合
い
や
準
備
、
ル
ー
ル
の
説
明
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で

し
よ
う
と
し
て
い
た
と
小
学
校
の
先
生
か
ら
聞
き
ま
し

た
。
こ
ど
も
園
で
の
遊
び
の
中
で
培
っ
た
力
や
育
ち
が

小
学
校
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
て
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
に
思
い
を
託
し
て

　
子
ど
も
た
ち
と
秋
に
、
園
庭
の
築
山
近
く
の
木
の
根

元
に
ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
種
を
撒
き
ま
し
た
。
園
庭
を
子
ど

も
た
ち
と
作
り
、
春
、
１
年
生
に
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
登
下
校
時
の
バ
ス
か
ら
見
て
、
安
心
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
修
了
式
の
日
、
ま
る
で

子
ど
も
た
ち
を
お
祝
い
す
る
か
の
よ

う
に
、
数
輪
の
小
さ
な
青
い
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
暖
か
く
な
る
こ
ろ
に

は
も
っ
と
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
花
が

咲
き
、
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
を
そ
っ

と
見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

満濃中学校

日々アップデートする
　　　　　生徒会活動

　
本
校
の
校
訓
は
「
向
学
」「
誠
実
」「
信

愛
」、
学
校
教
育
目
標
は
「
自
ら
考
え
、

正
し
く
判
断
し
、
た
く
ま
し
く
行
動
で

き
る
生
徒
の
育
成
」
で
す
。「
た
く
ま

し
く
行
動
」
と
は
、
自
分
が
下
し
た
判

断
に
責
任
を
も
ち
、
多
少
の
こ
と
で
は

く
じ
け
ず
に
行
動
す
る
こ
と
で
す
。

　
令
和
５
年
度
よ
り
校
則
改
定
、
新
制

服
導
入
、
常
置
委
員
会
の
活
性
化
な
ど

を
進
め
て
お
り
、
生
徒
会
役
員
が
中
心
と
な
っ
て
自
分
た
ち
の
中
学
校

生
活
を
改
善
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
話
し
合
い
で
校
則
を
改
定
す
る

　
学
校
生
活
を
よ
り
よ
く
し
た
い
、
時
代
に

あ
っ
た
も
の
に
し
た
い
な
ど
、
生
徒
の
思
い
か

ら
、
校
則
に
つ
い
て
考
え
直
し
ま
し
た
。

　
学
級
会
で
は
、
ま
ず
班
で
全
員
の
意
見
を
聞

き
、学
級
で
す
べ
て
の
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

学
級
委
員
と
生
徒
会
役
員
が
話
し
合
う
生
徒
企

画
委
員
会
で
も
、
安
易
に
多
数
決
を
採
る
こ
と

は
せ
ず
、
本
当
に
必
要
な
改
定
で
あ
る
か
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。
３
年
生
の
生
徒
会
役
員

は
教
職
員
と
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
い

を
重
ね
る
中
で
新
た
な
課
題
が
見
つ
か
り
、
時
間
を

か
け
て
丁
寧
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
何
度
も
話
し
合
い
考
え
る
こ
と
で
、
現
時
点
で
よ

り
よ
い
と
考
え
る
校
則
の
改
定
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
後
き
っ
と
考
え
直
す
必
要
の
あ
る
時
が
く

る
は
ず
で
す
。

　
生
徒
は
、
こ
れ
か
ら
の
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き

ぬ
い
て
い
く
な
か
で
、
常
に
社
会
の
変
化
を
感
じ
な

が
ら
、
問
い
続
け
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
学
び
ま
し
た
。

　
互
い
の
意
見
や
考
え
を
認
め
合

い
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
り
、
こ

れ
か
ら
も
学
校
を
、
社
会
を
よ
り

よ
く
す
る
た
め
に
行
動
し
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

り
ま
す
。
全
員
が
し
っ
か
り
考
え
て
意
見
を
出
し
て
く
だ

さ
い
」
と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
全
校
生
で
制
服
の
あ
り

方
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　　
常
置
委
員
会
の
活
性
化

　「
自
分
た
ち
の
学
級
の
よ
さ
っ
て
？
」「
学
校
生
活
で

困
っ
て
い
る
こ
と
っ
て
？
」「
学
級
や
学
校
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
っ
て
？
」学
習
支
援
ツ
ー
ル「
コ

ラ
ボ
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
て
毎
月
、
学
級
の
反
省
を
し
て

い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
よ
さ
や
課
題
、
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
コ
ラ
ボ
ノ
ー

ト
に
記
入
し
て
い
ま
す
。
全
生
徒
が
各
ク
ラ
ス
の
よ
さ
や

課
題
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
手
軽
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　「
あ
の
ク
ラ
ス
の
あ
れ
、
い
い
よ
ね
」「
こ
の
取
り
組
み

を
ま
ね
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
他
ク
ラ
ス
の
取
り
組
み
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
委
員
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い

ま
す
。

　　
な
か
ま
に
感
謝
を
伝
え
る

　
一
緒
に
勉
強
し
、
学
校
行
事
に

燃
え
、
楽
し
く
休
み
時
間
を
過

ご
し
て
い
る
な
か
ま
に
感
謝
を

伝
え
た
い
、
感
謝
を
形
に
残
し

た
い
、
そ
ん
な
思
い
か
ら
生
ま

れ
た
の
が
「
サ
ン
キ
ュ
ー
シ
ー

ト
」
で
す
。
コ
ラ
ボ
ノ
ー
ト
を

活
用
し
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
全
員

に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

合
っ
て
い
ま
す
。

学級会で熱心に協議

教職員との話し合い

制服の見本を吟味する生徒

常置委員会異学年グループで学び合う

サンキューシートに入力する

新しい部屋で見つけたよ

「みんなのしたいことリスト」

オムレツが
　できました

砂場の
もっこく池に
ニジマス放流

私の上靴

園庭のネモフィラに願いを込めて

メニューを作ろうもうすぐ咲くね
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　まんのう町役場の職員には、保健師や社会福祉士がいます。それぞれ
専門職の立場で子どもたちと関わっています。
　そんな職員の声を聞きました。

　
み
な
さ
ん
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
っ
て
ご
存
じ
で
す
か
。
こ

こ
は
令
和
５
年
１
月
に
福
祉
保
険
課
内
に
開
設
さ
れ
た
、
町
内
す
べ
て
の
子

ど
も
と
そ
の
家
庭
（
妊
産
婦
を
含
む
）
を
対
象
に
、
相
談
全
般
か
ら
専
門
的

な
支
援
ま
で
を
行
う
窓
口
で
す
。

　
私
は
こ
の
部
署
に
配
属
に
な
っ
て
２
年
目
の
保
健
師
で
す
。
そ
れ
ま
で
高

齢
者
部
門
の
勤
務
が
長
く
、
私
自
身
子
育
て
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
、
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
の
一
つ
ひ
と
つ
を
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
つ
い
子
ど
も
に
強
く
当
た
っ
て
し
ま
う
」
「
周
り
に
頼

れ
る
家
族
、
友
人
が
い
な
い
」
な
ど
の
子
育
て
の
相
談
だ
け
で
な
く
「
父
、

母
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
言
葉
や
行
動
に
つ
い
て
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
言
っ

た
家
庭
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
対
応
す
る
時
に
私
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
」
で
す
。
こ
の
言
葉
の
背
景
に
は
「
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
虐
待
」
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
の
中
で
多
い
の
が
「
心
理
的
虐
待
」
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
前
で
父
母
な
ど
の
身
近
な
人
が
言
い

合
い
に
な
っ
た
場
合
、
た
と
え
暴
力
が
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
乱
暴
な
言
葉
や
悪
口
に
よ
っ
て
そ
れ
を
見

た
り
聞
い
た
り
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
心
に
傷
を

負
え
ば
、
そ
れ
は
「
心
理
的
虐
待
」
に
あ
た
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
の
み
な
さ
ん
が
そ
ば
に
居

る
と
表
情
が
優
し
く
て
笑
顔
に
な
り
ま
す
し
、
好
奇

心
い
っ
ぱ
い
の
眼
差
し
で
新
し
い
こ
と
に
も
挑
戦
し
よ
う
と
試
み
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
光
景
を
見
る
と
「
子
ど
も
た
ち
は
安
心
・
安
全
の
中
で
過
ご
せ
て

い
る
ん
だ
な
あ
」
と
私
ま
で
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
笑
顔
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の
み
な
さ

ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
相
談
ご
と
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

　
私
の
所
属
す
る
福
祉
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
保
健
師
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
、
健
康
や
福
祉
、
医
療
に
関
す
る
相

談
や
支
援
を
チ
ー
ム
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
私
は
社
会
福
祉
士
と
し
て
、
主
に
次
の
よ
う
な
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
相
談
業
務
」、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
支
援
、
高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
な
ど

の
「
権
利
擁
護
業
務
」
で
す
。

　
近
年
増
え
て
い
る
の
が
認
知
症
に
関
す
る
相
談
で
す
。
認
知
症
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
に
変
化
が
お
こ
り
、
生
活
に
支
障
を
き
た
し
た
状
態
を

い
い
ま
す
。
ま
ん
の
う
町
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し

た
「
認
知
症
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
寸
劇
で
役
に
な
り
き
っ
て
認
知
症
の
高
齢
者
や
家

族
を
演
じ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
高
齢
者
に
対
し
て
自
分
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
そ
し
て
、
自
分
だ
っ
た
ら
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、「
思
い
や

り
の
木
」に
貼
る
葉
っ
ぱ
に
書
き
込
み
ま
す
。

　
さ
す
が
５
年
生
。
さ
っ
き
ま
で
笑
い
合
っ

て
い
た
子
た
ち
が
、
葉
っ
ぱ
を
前
に
真
剣
な

顔
で
す
。
遠
方
に
暮
ら
す
祖
父
母
に
想
い
を

寄
せ
る
子
、
少
し
前
に
亡
く
な
っ
た
祖
父
母

と
の
思
い
出
を
教
え
て
く
れ
る
子
、
認
知
症

に
な
っ
た
祖
父
母
の
介
護
体
験
を
話
し
て
く

れ
る
先
生
な
ど
。
そ
の
時
、
教
室
は
「
思
い

や
り
」
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
現
在
の
医
療
で
は
、
認
知
症

を
治
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

認
め
合
え
る
社
会
へ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

暮
ら
し
や
す
い
町
へ
、
町
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
、
社
会
を
変
え
る
第
一
歩
に
な
っ

て
く
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
ま
す
。

（
様
々
な
人
と
関
わ
る
職
務
の
特
性
上
、
執
筆
者
の
写
真
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に

福
祉
保
険
課
　
保
健
師
　
三
島
　
輝
代

福
祉
保
険
課
　
社
会
福
祉
士
　
真
鍋
　
裕
子

第29回 専門職から見た子どもたち
～保健師・社会福祉士の立場から～

シリーズ　

『声』 教職員の人事異動

町合同離任式町合同離任式

　退職及び町外へ転出す
る教職員を各校の校長が
紹介しました。

　まんのう町では毎年、3月31日付で退職と町外の学校へ転出する先生方の合同離任式、4月1日付で新規
採用と町外の学校から転入する先生方の合同着任式を満濃中学校のランチルームで行っています。

　小・中学校合わせて４名
の教職員が、令和５年度末
をもって退職されました。

　着任した教職員を各校の校
長が紹介しました。
　その後、末久生涯学習課長
が、まんのう町の概要を説明
しました。

（R6．3．29）（R6．3．29）

町合同着任式町合同着任式 （R6．4．1）（R6．4．1）

子どもたちが大変お世話になりました

　ICT支援員を学校教育課に１名配置し、
学校や園のICT化の手助けをします。

子どもの心に温かく寄り添った指導を
お願いします

　学校現場では1人一台端末が
実現し、ICT機器は文房具になりつつ

あります。
　ICT機器を使いこなすために、指導者に
は事前に様々な設定や準備が必要です。子
どもたちは、授業のどの場面でどのように
活用していくかを正しく選択する力を伸ば
すことが必要です。その実現に向けて、精
一杯務めさせていただきますので、よろし
くお願い申し上げます。

　　　  ICT支援員　金森由美

おしらせ　
こ
の
度
、
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
「
ら
い
む
」
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
橋
塚
智
敎
で
す
。

　
本
育
成
セ
ン
タ
ー
は
、
低
年
齢
化
、
多
様
化
し
て
い
る
非
行
の
未

然
防
止
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
、
補
導
活
動
、

相
談
活
動
、
環
境
浄
化
活
動
、
広
報
・
啓
発
活
動
、
小
さ
な
親
切
運

動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
同
様
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
を
様
々
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
ん
の
う
町
教
育
支
援
機
構

育
成
セ
ン
タ
ー「
ら
い
む
」所
長
が

　
　
　
　
　
　
　 変
わ
り
ま
し
た
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特　　集 ここが自慢！わたしたちの学校
園・学校ウォッチング 長炭小学校・琴南こども園
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表紙絵：河西　紀亮（満濃中学校教諭/美術部顧問）

仲南こども園

　「日本のアンデルセン」と呼ばれる児童文学作家、小
川未明の卒業した新潟県上越市立大手町小学校には、
彼の代表作の一つ『野ばら』の石碑が立っています。そ
の未明と出身地も小学校も同じ杉みき子さん。大先輩に
憧れて同じ道を志したという杉さんの次のような文章が、
母校の図書室前に掲げてありました。

　なんと素敵な読書へのいざないでしょう。「この町は、
自分にもっともふさわしい衣装として、冬という季節を
選んだ」-今も暮らす町、愛してやまないふるさとの冬
を、そう表現する杉さん。音もなくしんしんと降り積も
る雪と、あかりの灯った暖かな部屋。一冊、また一冊…
と本を読むごとに心に灯るろうそくの火。そのいくつも
のともしびが、じんわりと心を温め、自分の進む道を明

るく照らしていってくれる。
　幼い頃から本を読むのが大好きだったという杉さんは、
そんなふうに読書を積み重ねてきたにちがいありません。
そして子どもたちにも、心にたくさんの火を灯してほし
いと願いながら、お話を作り続けてきたのでしょう。
　さて、読書と学力との相関関係については、これまで
も様々に指摘されてきましたが、非認知能力については
どうなのでしょうか。
　本の中で私たちは、言葉を通して様々なモノやコト、
気持ちや考え、情景や状況、そして人の生き方に出会い
ます。それらに触れ、それらを味わい自分の中に取り込
んでいくことで、語彙は耕され、豊かになっていくのです。
知識を得ることも、考えることも、想像することも、気
持ちを伝えたり相手の気持ちを汲み取ったりすること
も、全て、持っている語彙を超えてはできないことを思
うと、私たちは「言葉とともに生きている」と言っても
過言ではありません。
　読書によって灯るたくさんの火は、増えていく語彙と
ともに豊かになっていく心そのものなのではないでしょ
うか。それは情熱の火、自制心や思いやりの火、やり抜
く力の火…。それら、数えきれないほど灯ったたくさん
の火は、きっと子どもたちを力強く励まし、勇気づけ、
豊かな人生を歩んでいくための道しるべとなってくれる
にちがいありません。
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れ
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